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さあ、スポーツを
始めよう

桜の花びらが舞う４月
新しい出会いの季節でもあります
子どもたちにとっても、新たな学期のスタート
この節目の季節、スポーツを通じて友達の輪を広げてみませんか
今回は運動にスポットを当て、町内で活動しているスポーツ団体を紹介します

チーム創設者。４月から、
創設・指導歴 18年目を
迎える。

剣を通じて人間形成

◎代表指導者

金
か ね

子
こ

 恵
け い

一
い ち

 さん
（道善）

教士７段。居合歴22 年。
代表指導歴２年。流派は
夢想神伝流。

田川居合道同好会

大任ＪＶＣ

バ
レ
ー

活動内容
■練習日・時間
　火曜日　18時～�0時
　木曜日　17時30分～19時30分
　土曜日　14時～17時
■練習場所
　大任町Ｂ＆Ｇ体育館
■対象年齢　小学生（女子）
■指導者数　２人
■問い合わせ
　�一度、見学に来てください

居
合
道

活動内容
■練習日・時間
　土曜日　19時30分～�1時
■練習場所
　大任町Ｂ＆Ｇ体育館
■対象年齢　小学１年生～
■指導者数　３人
■問い合わせ
　城戸忠勝　☎ 3 �－ 7 3 3 6
　見学随時可

　全日本剣道連盟（全県連）制
定居合を中心に、夢想神伝流を
習得可。剣の扱いを通じて精神
的な統一を図ります。

　正式名称は大任ジュニアバ
レーボールクラブ。明るく楽し
いチーム作りを目指しています。

はばたけ　おおとうジュニア

▲ 町内唯一の小学生女子チーム。チームワークは抜群です

▲ 子どもは模擬刀で練習。中学２年からは段位も取れます

◎代表指導者

城
き

戸
ど

 忠
た だ

勝
か つ

 さん
（香春町）
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大任町少年剣道教室

春武館

剣
道

活動内容
■練習日・時間
　土曜日　17時30分～19時
　日曜日　17時30分～19時
■練習場所
　大任町Ｂ＆Ｇ体育館
■対象年齢　小学１年生～
■指導者数　１人
■問い合わせ
　山本数利　☎ 6 3－ 3 1 6 5
　見学随時可

空
手
道

活動内容
■練習日・時間
　水曜日　18時30分～�0時30分
　金曜日　18時30分～�0時30分
■練習場所
　大任町Ｂ＆Ｇ体育館（水曜日）
　大任小学校体育館（金曜日）
■対象年齢　５歳～
■指導者数　５人
■問い合わせ
　浦野高春　☎ 6 3－ 4 1 3 3
　見学随時可

教士７段。剣道歴 40年
以上。指導歴約15年。モッ
トーは初志貫徹。

　礼儀・作法・精神・肉体を鍛
錬することが第一目標。人間関
係の幅も広がります。

国際松濤館空手道連盟５
段。空手歴約30年。指導
歴約10年。

　空手を通じて、友達と仲良く。
全国大会にも出場しています。

目指せ黒帯　極めよ極意

生涯剣道を目指して

大任無限

指導歴約15年。チーム創
設時からコーチを務め、
現在は監督を務める。

野
球

活動内容
■練習日・時間
　月曜日・水曜日・木曜日
　　　　　17時～19時
　土曜日　1�時30分～15時30分
■練習場所
　大任町民グラウンド（野球場）
■対象年齢　小学生
■指導者数　４人
■問い合わせ
　安武政樹　　見学随時可　
　☎ 0 9 0－ 3 0 1 3 ー 4 6 5 8

　野球を通じて、子どもたちの
可能性を伸ばしていきます。

礼儀正しく全員野球

▲ 練習では基礎体力トレーニング、型、組み手を行います

▲ 剣道を通じて、心・技・体を磨きます

▲ 将来は大任町からメジャーリーガーが誕生するかもしれません

◎代表指導者

山
や ま

本
も と

 数
か ず

利
と し

 さん
（島台）

◎代表指導者

浦
う ら

野
の

 高
た か

春
は る

 さん
（峰）

◎代表指導者

安
や す

武
た け

 政
ま さ

樹
き

 さん
（安高）
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▲
 

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
全
員
で
合
唱

まちの話題

学
ま な び

舎
や

から巣立ちのとき
大任中３年生が卒業式

中
学
校
に
行
っ
て
も
頑
張
っ
て
ね

今
任
小
で
６
年
生
あ
り
が
と
う
の
会

サプライズ演出に大興奮
大任小３年が人権教室

▲ 創作劇も披露。会場は笑いに包まれました

▲ 後を引き継ぐ５年生が勇ましい太鼓を披露

▲ 式典終了後は在校生が花道で見送り。中には記念品を手渡される姿も

　別れを惜しむかのように降り続ける雨ー。３月15
日、大任中学校で第60回卒業証書授与式が開催されま
した。式場には多くの保護者や来賓が訪れ、新たな門出
を迎えた51人の卒業生を祝いました。
　式典では太田英俊校長が卒業生一人ひとりに卒業証書
を授与。生徒たちは感慨深そうに受け取っていました。
在校生の言葉では板木浩

ひろ

徳
のり

さんが送る言葉を、卒業生の
言葉では奥永翔

しょうや

也さんがお礼の言葉を述べました。
　式典の最後では卒業生全員で「そのままの君で」など
３曲を合唱。女子生徒の中には、感極まって涙を流す生
徒もいました。

　

２
月
９
日
、
大
任
小
学
校
で
３
年
生
を

対
象
に
、
田
川
人
権
擁
護
協
議
会
主
催
の

人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
昨
年
度
、
大
任
小
学
校

の
３
年
生
が
人
権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を

校
庭
で
育
て
た
お
礼
に
と
、
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

教
室
で
は
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
を

み
ん
な
で
歌
っ
た
あ
と
、
い
じ
め
問
題
の

ビ
デ
オ
を
観
賞
。
そ
の
後
、
い
じ
め
に
つ

い
て
の
意
見
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
人

Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
く
ん
」
と
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ

ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
し
、
児
童
た
ち
は

大
は
し
ゃ
ぎ
。
質
問
タ
イ
ム
で
は
「
身
長

は
何
セ
ン
チ
で
す
か
？
」
な
ど
、
楽
し
そ

う
に
次
々
と
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
1
日
、
今
任
小
学
校
で
卒
業
間

近
の
６
年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

よ
う
と
、
全
校
児
童
に
よ
る
「
６
年
生

あ
り
が
と
う
の
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
体
育
館
に
は
、
児
童

の
ほ
か
に
約
70
人
の
保
護
者
も
見
学
に

来
ま
し
た
。
ま
た
、
壁
に
は
６
年
生
が

入
学
し
た
と
き
か
ら
の
写
真
な
ど
が
飾

ら
れ
、
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
１
年
生
か
ら
順
に
、
ス
テ
ー

ジ
上
で
歌
や
演
奏
、
劇
な
ど
を
披
露
。

最
後
に
６
年
生
も
在
校
生
に
向
け
て
読

み
語
り
を
行
い
ま
し
た
。
各
学
年
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
演
出
に
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
で
は
、
全
校
児
童
が
一
緒

に
な
っ
て
「
記
念
樹
」
を
合
唱
。
６
年

生
と
の
思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

▲ 突然の来客に、子どもたちは興味津々で質問をしていました
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▲ 

本
格
的
な
演
奏
に
園
児
た
ち
は
釘
付
け

クローズ・アップ

vol .14－ patchwork －

▼
 

天
気
を
身
近
に
感
じ
た
２
時
間
半
で
し
た

天気の不思議を学ぶ
福岡管区気象台が出前講座を開催

生演奏のリズムに合わせ
誠慈保育園で音楽会

　３月１日、誠慈保育園にプロの演奏グループ「ゾリ
ステン・ドライエック」（広島県広島市）を招き、音楽
会が行われました。
　演奏会では「線路は続くよどこまでも」などの童謡
から「くまんばちの飛行」などの本格的なクラシック
などを演奏。さらに、音楽と紙芝居を融合させたオリ
ジナル作品「誰がくるかな」も披露しました。
　プロの奏でる音色に園児たちは真剣に聴き入り、中
にはリズムを取る園児も。演奏終了後の質問タイムで
は「どうやったら音楽家になれますか？」と質問をす
る園児もいました。　

　３月８日、大任町公民館で福岡管区気象台天気相談
所所長の橋村正安さんを招き、気象の基礎知識講座が
行われました。
　講座では、気圧や気団など気象に関する簡単な基礎
知識から、気象図の見方や前線の特徴など高度な知識
まで、スクリーンを使いながら分かりやすく説明。集
まった約10人の町民は時折質問しながら、真剣な表情
で受講していました。
　講座に参加した奥田静子さん（小林）は「気象を身
近に感じれられて面白かったです。来て良かったです」
と感想を話してくれました。

宇
う さ み

佐見 瞳
ひとみ

さん（上今任）

☆生年月日　昭和15年10月16日
☆趣　味　パッチワーク・布絵本・旅行

　「タンスの中に眠っている古い着物をほどいて、別の物に
生き返らせる。それが楽しいですね」。宇佐見瞳さんはパッ
チワークの魅力をそう語ります。宇佐見さんは去年の３月
まで、町の公民館講座でパッチワークの先生を 11 年間続け
てきました。今では後進に道を譲り、自由気ままにパッチ
ワーク作りを楽しんでいるそうです。
　宇佐見さんは 49 歳で早期退職するまで、高校の家庭科の
先生を務めていました。しかし、意外なことにパッチワー
クを始めたのは退職してから。何か趣味を始めたいと思い
展示会を見に行ったときに、パッチワークの魅力に目覚め
たそうです。
　パッチワークで主に作るものは、タペストリー、テーブ
ルクロス、バッグ、服、小物など。古い布を使う場合もあ
れば、新しい布から作ることもあるそうです。しかもすべ
て手縫いで作るというから驚きです。
　そのほかの活動は、布絵本の会で月２回メンバーと一緒
に布の絵本を作っているそうです。
　またご主人や友達と一緒に旅行に行くのも趣味の一つ。
行き先は国内から海外まで多岐にわたります。今一番行っ
てみたい場所は北欧。オーロラを見てみたいとのことです。
　最後に宇佐見さんにとってパッチワークとは？　との問
いに「生涯の趣味ですね。死ぬまで針と糸と布で遊び続け
ます」と笑顔で語ってくれました。
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の
額
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
し
た
（
所
得
制
限
あ
り
）。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
２
課
福
祉
係　

内
線
１
１
８

＜改正前＞

 第１子、 第２子  月額  5,000 円

 第３子以降  月額 10,000 円

＜改正後＞

 第１子、 第２子  月額 10,000 円

 第３子以降  月額 10,000 円

０歳～３歳未満児までの児童手当

〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

空
き
家
待
ち
入
居
者

町
営
住
宅
で
募
集

固
定
資
産
税
の
台
帳
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

０
歳
～
３
歳
ま
で
の

児
童
手
当
額
が
増
額

総
合
健
診
で
病
気
を
防
ご
う

　

住
民
１
課
衛
生
係
で
は
、
次
の

と
お
り
総
合
健
診
を
行
い
ま
す
。

■
定
員　

１
日
に
つ
き
90
人
ま
で

■
健
診
予
定
日

６
月
15
日
㈮
～
17
日
㈰
（
３
日
間
）

６
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰
（
２
日
間
）

■
予
定
時
間　

９
時
～
11
時

■
と
こ
ろ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
受
付
期
限　

４
月
27
日
㈮

■
検
診
結
果
説
明
会
日
程

　

８
月
２
日
㈭
・
６
日
㈪

　

13
時
～
17
時

　

大
任
町
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ  

住
民
１
課
衛
生
係

　

内
線
１
１
２
・
１
１
３

検診項目 料金 対象者 受診回数
基本健康診察 1,500 円　 35歳以上 毎年

肺
が
ん

胸部レントゲン �00 円　 35歳以上 毎年

痰（たん）検査 800 円　 35歳以上 毎年

胃がん 1,�00 円　 35歳以上 毎年

大腸がん 500 円　 35歳以上 毎年

前立腺がん（採血） 1,000 円　 ��50歳以上・男性 毎年

子宮がん 900 円　 ���0歳以上・女性 毎年
乳
が
ん

エコー検査 700 円　 ��30歳以上・女性 毎年

マンモグラフィー 1,800 円　 ��30歳以上・女性 ２年に１回

肝がん Ｂ型・Ｃ型肝炎血液検査 800 円　 35歳以上 ５年に１回

腹部エコー検査 �,000 円　 35歳以上 毎年

骨粗しょう症 1,500 円　 35歳以上 随時希望者

※70歳以上・生活保護世帯は無料です。申し込みの際にお知らせください

ー 総合健診　詳細表 ー

　

住
民
１
課
衛
生
係
で
は
、
乳
幼
児
を

対
象
と
し
た
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　

４
月
24
日
㈫　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

　

生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
未
満
児

　

小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

役
場
住
民
１
課
衛
生
係
ま
で
電
話

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
限　

４
月
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
１
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

　

建
設
課
住
宅
係
で
は
、
町
営
住
宅

に
空
き
家
が
出
た
場
合
の
入
居
予
定

順
位
を
決
め
る
「
空
き
家
待
ち
入
居

者
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
役
場
の
建
設

課
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅

　

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
末
日
ま

で
の
間
に
空
き
家
と
な
っ
た
、
熊
本

住
宅
の
一
部
、柿
原
住
宅
、皿
山
住
宅
、

桑
原
住
宅
の
平
屋
建
て

■
受
付
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
４
月
27
日
㈮

※
現
在
空
き
家
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
収
入
な
ど
入
居
条
件
に

よ
っ
て
は
受
け
付
け
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
居
人
が

増
え
る
場
合
な
ど
は
、
必
ず
事
前
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
住
宅
係　

内
線
２
２
４

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
に
対
す
る
児
童
手
当

　

税
務
課
で
は
次
の
と
お
り
、
平
成

19
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
と
は
、
皆
さ
ん
の
土
地
や
家

屋
が
町
の
課
税
台
帳
に
正
し
く
登
録

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
窓
口
で
確

認
で
き
る
制
度
で
す
。

　

特
に
平
成
18
年
中
に
、
土
地
や
家

屋
を
売
買
し
た
り
相
続
し
た
り
し
た

人
や
、
家
屋
（
住
宅
や
倉
庫
な
ど
）

を
取
り
壊
し
た
人
は
、
こ
の
機
会
に

確
認
し
て
み
る
と
安
心
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
係  

内
線
１
０
６
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　水道事業は町民の皆さんの水道使用料で経費を
賄い、運営している独立会計です。現在、水道使
用料を滞納している人が多く、このままでは水道
事業の運営に支障をきたしてしまいます。
　そのため、平成 19 年度から大任町水道事業給
水条例第 33 条第１項の規定に基づき、現年３カ
月分の未納が発生した人に対して、自動的に給水
停止措置を行います。そのような事態にならない
ようにご注意ください。
　水道使用料を滞納している人は、まずは当月分
を支払ったあとに、併せて滞納分の支払いをお願
いします。支払い内容については、役場水道課に
相談してください。また、給水停止措置を受けた
場合は、役場時間外での再開栓は行っていません。
翌営業日に来庁し、滞納分の支払いをしていただ
いた後、再開栓を行います。
■問い合わせ　水道課　内線１２５・１２６

滞納者には水道給水停止 専
修
学
校
な
ど
の

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

田
川
郡
民
登
山
で

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

異
常
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
補
装
具

　町では、３月５日から９日までの５日間、住宅家賃
や国民健康保険税などの各種滞納者への特別徴収を実
施しました。この特別徴収にあたって、町長を始め、
助役、管理職全員（課長級）が特別滞納整理班を結成。
各種滞納者を戸別訪問し、納税や使用料納付の理解と
協力を求めました。
　税金や使用料などを滞納すると、滞納処分が行われ
社会的信用を失い、不利益を受けることになります。
また、きちんと納税・納付している町民との間に負担
の不公平が生じてしまいます。
　今回の特別徴収では、滞納者へ説明を行い理解を得
ることができました。また一定の成果を上げることも
できました。次回は５月に行います。
　住みよい町をつくるために、納税や使用料納付のご
理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　改革推進対策課　内線２２１

滞納者への特別徴収を実施 浄化槽を設置してキレイな川に
　町では、生活排水から自然を守り、河川の水をきれい
にするため、台所や風呂、洗濯などに使った水をトイレ
の汚水と一緒に処理する合併処理浄化槽の設置を勧めて
います。
　設置費用の補助を希望する人は、基数に制限がありま
すので、事前に住民１課衛生係まで連絡してください。

■問い合わせ　住民１課衛生係　内線１１３

浄化槽の大きさ 補助金限度額

５人槽�　　 34�,000 円

７人槽�　　 414,000 円

10人槽�　　 537,000 円

合併浄化槽補助金の限度額（平成 19 年度）

※浄化槽の大きさは、建物の面積などで決まります

浄化槽の
じょうかんくん

　

田
川
郡
社
会
体
育
振
興
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
登
山
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

５
月
13
日
㈰

　
（
雨
天
時
は
当
日
協
議
）

■
登
山
場
所

　

大
坂
山
（
５
７
３
Ｍ　

香
春
町
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

４
月
23
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　

社
会
教
育
係　

☎
63
ー
２
２
４
２

　

町
で
は
次
の
と
お
り
「
若
年
者
専

修
学
校
等
技
能
習
得
資
金
」
貸
し
付

け
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
対
象

と
な
る
学
校
に
は
指
定
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

◎
平
成
18
年
度
に
中
学
校
を
卒
業
、

ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業
、
も
し
く

は
中
退
し
た
人

◎
経
済
的
理
由
で
進
学
が
困
難
な
人

◎
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

■
貸
与
の
要
件

　

生
活
保
護
世
帯
・
町
民
税
非
課
税

世
帯
・
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護
法

基
準
の
１
・
５
倍
以
下

■
返
済
期
間

　

在
学
期
間
の
３
倍
の
期
間
以
内
（
最

長
12
年
以
内
）
で
、
月
賦
、
半
年
賦
、
年

賦
な
ど
の
方
法
で
の
返
済
（
無
利
子
）。

■
貸
与
額

◆
入
校
支
度
金　

10
万
円

◆
修
学
資
金
（
毎
月
）

　

５
万
３
千
円
（
専
門
課
程
）

　

３
万
円
（
そ
の
他
の
課
程
）

■
申
込
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
２
課
同
和
対
策
係  

内
線
１
１
０

し
た
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

５
月
11
日
㈮　
10
時
～
15
時

■
受
付
時
間　
９
時
30
分
～
14
時
30
分

■
と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

■
相
談
内
容　

　

肢
体
不
自
由
の
補
装
費
の
支
給
・

修
理
の
要
否
判
定

※
今
年
か
ら
聴
覚
障
害
な
ど
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
手
帳

診
断
書
の
作
成
や
補
聴
器
の
補
装
具

費
の
要
否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん

※
肢
体
不
自
由
の
手
帳
診
断
書
の
作

成
に
つ
い
て
も
行
い
ま
せ
ん

■
持
参
品　

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

※
補
装
具
の
再
交
付
や
修
理
を
希
望

す
る
場
合
は
、
前
回
交
付
を
受
け
た

補
装
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
２
課
福
祉
係　

内
線
１
２
０

　

県
の
障
害
者
更
生
相
談
所
で
は
、

次
の
と
お
り
身
体
障
害
者
を
対
象
と
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住
民
１
課
衛
生
係
で
は
、
次
の
日
程

表
の
と
お
り
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

と
新
規
鑑
札
登
録
を
行
い
ま
す
。
生

後
３
カ
月
以
上
の
犬
に
は
必
ず
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
登
録
が
あ

る
人
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。
予
防
注
射
を
受
け
る
際
は
ハ
ガ

キ
の
裏
に
あ
る
問
診
票
に
記
入
し
て
、

必
ず
会
場
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
予
防
注
射
は
、
田
川
市
郡
内
の
動

物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す■
注
射
手
数
料　

３
千
50
円

■
鑑
札
登
録
料
（
新
規
登
録
犬
の
み
）

　

３
千
円

※
登
録
し
た
鑑
札
は
、
必
ず
首
輪
に

付
け
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
１
課
衛
生
係　

内
線
１
１
２

４月 10 日（火）
実施場所 時間

不動集会所  9：15 ～  9：25

皿山集会所  9：35 ～  9：50

富士見ヶ丘集会所 10：00 ～ 10：15

玉川集会所 10：25 ～ 10：40

道善教育集会所 10：50 ～ 11：10

下今任公民館 11：20 ～ 11：35

峰集会所 13：10 ～ 13：30

上今任公民館 13：40 ～ 13：55

大任町公民館 14：05 ～ 14：25

梅田公民館 14：35 ～ 14：45

成光公民館 14：55 ～ 15：10

小林公民館 15：20 ～ 15：40

４月 11 日（水）
実施場所 時間

安高集会所 13：10 ～ 13：20

福田集会所 13：30 ～ 13：45

西白土公民館 13：55 ～ 14：10

秋永公民館 14：20 ～ 14：30

島台公民館 14：40 ～ 14：55

安永公民館 15：05 ～ 15：20

狂犬病予防注射日程表 狂犬病には
なりたくないワン

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
入
院
し
た

際
に
支
払
う
医
療
費
の
上
限
が
「
自

己
負
担
限
度
額
」
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
高
額
療
養
費
制
度
で
は
、

い
っ
た
ん
医
療
費
を
全
額
支
払
っ
た

後
、
役
場
で
申
請
を
し
て
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
部
分
の
払
い
戻
し

を
受
け
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
最
初
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
し
か
請
求
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、

後
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け
る
手
間
が

か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
、
上
位
所
得
者
と
一
般
世
帯
の
人
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で
す
。

認
定
証
の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
役

場
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る

人
に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
申
告
を
し
て
い
な

い
人
は
、
た
と
え
低
所
得
者
で
あ
っ
て

も
一
般
世
帯
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
、
印
か
ん

　

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
４
月
１
日
以

降
は
切
り
替
え
を
行
っ
た
新
し
い
保

険
証
で
な
け
れ
ば
診
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
に
行
っ
て

「
期
限
が
切
れ
て
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ

る
前
に
、
役
場
国
保
窓
口
で
新
し
い

保
険
証
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

■
滞
納
が
あ
る
と

切
り
替
え
が
で
き
ま
せ
ん

　

国
民
健
康
保
険
税
が
滞
納
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
保
険
証
の
交
付
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
失
業
中
な
ど

の
正
当
な
理
由
が
あ
っ
て
国
保
税
の

支
払
い
が
困
難
な
人
は
、
役
場
窓
口

で
今
後
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
誓

約
書
を
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
期
限

付
き
で
国
保
証
を
発
行
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
分

割
で
支
払
っ
て
い
る
方
も
金
額
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
誓
約

書
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
切
り
替
え
に
必
要
な
も
の

　

古
い
保
険
証
（
平
成
18
年
度
分
）

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
１
課
国
保
係　

内
線
１
１
５

国
保
ニ
ュ
ー
ス

高
額
療
養
費
制
度
が

変
わ
り
ま
す

保
険
証
の
切
り
替
え
は

お
済
み
で
す
か

国民健康保険キャラクター
「国民健康保犬

KENTA（健太）君」

狂犬病予防注射と鑑札登録を行います
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社
会
整
備
基
盤
に
つ
い
て

　

大
任
町
に
住
む
す
べ
て
の
住
民
が
、

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
、
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

生
活
環
境
を
整
備
す
る
。

①
道
路
、
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
国
道
３
２
２
号
線
バ
イ
パ
ス
の

早
期
開
通
、
町
道
未
改
良
部
分
の
改

良
拡
幅
、
町
内
循
環
お
よ
び
主
要
交

通
機
関
ま
で
の
交
通
網
整
備
が
望
ま

れ
る

②
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
、
緊
急
時

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
連
絡

網
の
整
備
、
避
難
場
所
の
確
保
等
周

知
徹
底
を
行
い
、
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
に
つ
い
て
は
地
域
の
連
携
と
支

援
体
制
の
確
立
を
行
う

③
上
下
水
道
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

在
実
施
し
て
い
る
合
併
浄
化
槽
設
置

枠
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
上
水

道
に
お
い
て
も
今
任
原
地
区
の
老
朽

管
の
更
新
を
行
う

④
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
営
住

宅
が
現
在
ス
ト
ッ
ク
計
画
に
よ
り
建

て
替
え
を
実
施
し
て
い
て
、
早
急
な

整
備
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
優
良
分
譲

地
を
提
供
し
、
公
営
住
宅
整
備
と
併

せ
人
口
の
増
加
を
図
る

⑤
公
共
設
備
の
整
備
・
活
用
に
つ
い

て
は
、
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
つ

つ
、
町
活
性
化
に
道
の
駅
、
温
泉
セ

ン
タ
ー
等
は
必
要
な
施
設
で
あ
り
、

道
の
駅
に
つ
い
て
は
生
産
、
出
荷
体

制
の
組
織
づ
く
り
を
早
期
に
行
い
、

長
期
間
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
と
す
る

自
然
環
境
に
つ
い
て

　
「
花
と
し
じ
み
の
里
」
と
し
て
の
大

任
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
、

自
然
環
境
と
調
和
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
。

①
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の

排
出
抑
制
、
再
利
用
、
資
源
化
の
推
進

を
行
い
、
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る
。

ま
た
、
環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
設
立
や
、
小
中
学
校
の
環
境
学
習
等

も
行
う
。
さ
ら
に
町
内
美
化
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
「
ゴ
ミ
の
な
い
町
」
を
目
指
す

②
景
観
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な
緑
と
水

辺
の
あ
る
田
園
風
景
を
維
持
し
つ
つ
、

四
季
折
々
に
変
化
す
る
森
、
記
念
植

樹
の
森
な
ど
、
目
的
別
の
森
と
し
て
の

整
備
を
行
い
、
桜
街
道
と
併
せ
た
大

任
独
自
の
景
観
づ
く
り
が
望
ま
れ
る

③
し
じ
み
の
里
に
つ
い
て
は
、
し
じ

み
を
町
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て
い
る

が
、
採
取
す
る
ほ
ど
の
量
は
な
く
、

養
殖
に
向
け
て
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
し
じ
み
の
持
つ
イ
メ
ー

ジ
に
よ
り
環
境
浄
化
、
河
川
美
化
を

推
進
し
、
し
じ
み
の
里
と
し
て
の
町

づ
く
り
が
望
ま
れ
る

観
光
に
つ
い
て

　

既
存
の
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
と

連
携
し
て
、
地
域
資
源
の
潜
在
力
を

引
き
出
し
な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く
立

ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
拠
点
を

目
指
す
。

①
公
園
・
緑
地
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
、
公
園
や
緑

地
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、

す
で
に
中
央
公
園
や
水
辺
公
園
等
の

整
備
も
進
み
、
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
園
の

計
画
的
な
整
備
運
営
を
行
う
上
で
、

官
民
協
働
が
重
要
と
な
り
、
公
園
管

理
公
社
設
立
等
で
経
費
の
削
減
を
図

る
。
さ
く
ら
街
道
は
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
有
望
な
観
光
施
設
で
あ
り
、
誰

も
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
園
作
り
が
望
ま
れ
る

②
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
つ
い
て
は
、
花

を
中
心
と
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、
花
作
り
に
多
く
の
町
民
が
参
加

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
花
作

り
の
費
用
に
つ
い
て
は
種
子
か
ら
苗

を
育
て
販
売
す
る
た
め
の
育
苗
施
設
、

観
光
客
を
集
め
る
た
め
の
花
公
園
な

ど
の
施
設
整
備
が
望
ま
れ
る

③
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
マ
ラ
ソ

ン
に
毎
年
１
千
人
以
上
の
参
加
者
が

あ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
で
盛
り
上
が
り

に
欠
け
て
い
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
駆
使
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
参
加
の
手
作
り
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
開
催
も
検
討
す
る

産
業
振
興
に
つ
い
て

　

過
疎
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域

活
力
の
低
下
か
ら
脱
却
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
雇
用
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
創
出

と
活
発
な
消
費
活
動
を
推
進
す
る
。

①
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
桑
原
工

業
団
地
に
数
社
の
企
業
が
操
業
し
て

い
る
が
、
新
た
な
進
出
企
業
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法

を
駆
使
し
て
「
人
が
住
み
た
く
な
る

魅
力
の
あ
る
町
」
づ
く
り
が
、
ひ
い

て
は
企
業
誘
致
と
雇
用
に
結
び
つ
く

②
商
店
対
策
に
つ
い
て
は
、
個
人
商

店
が
点
在
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
の
社
会
的
弱
者
に
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
が
、
商
売
と
し
て
成
り
立
た

ず
、
地
域
住
民
が
支
援
で
き
る
方
策

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
商
店
街
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
、
現
在
計
画
の
あ

る
道
の
駅
に
テ
ナ
ン
ト
の
併
設
も
検

討
の
必
要
が
あ
る

③
特
産
品
開
発
は
、
知
名
度
の
高
い

「
ニ
ン
ニ
ク
球
」
に
関
連
す
る
商
品
開

発
が
有
望
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
生

産
調
整
田
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
豆

を
原
料
と
し
た
商
品
開
発
の
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
地

域
と
行
政
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

  

社
会
整
備
基
盤
に
つ
い
て

  

自
然
環
境
に
つ
い
て

  

観
光
に
つ
い
て

  

産
業
振
興
に
つ
い
て

おおとうまちづくり委員会が答申書を提出
　２月 14 日、町長室でまちづくり委員会の答
申書が永原町長に手渡されました。
　まちづくり委員会は、平成 18 年４月３日に
町長の諮問機関として発足。町長から諮問を受
けた４項目について、辻生麗爾会長（峰）以下
16 人が、10 カ月間、計 15 回の委員会で慎重
な協議を重ねてきました。
　答申の内容は今後のまちづくりに役立てられ
ます。
■問い合わせ　改革推進対策課　内線２２１

▲ 急病で欠席した辻生会長に代わり、副会長の松
田重壽さん（柿原）から永原町長に手渡されました
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投
票
所
入
場
券
は
、
有
権
者
一
人

ひ
と
り
に
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
投
票
時
に

投
票
所
の
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
無
く

し
た
り
し
た
場
合
で
も
、
投
票
当
日

に
選
挙
権
が
あ
り
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
場
で
再
発

行
さ
れ
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

投
票
所
は
次
の
と
お
り
、
全
部
で

４
カ
所
で
す
。

●
第
1
投
票
所　

大
任
町
公
民
館

●
第
２
投
票
所　

西
白
土
集
会
所

●
第
３
投
票
所　

今
任
町
民
会
館

●
第
４
投
票
所　

小
林
公
民
館

　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
意
外
で
は
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
入

場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

県知事 ・県議会議員選挙

４月８日（日）
午前７時～午後８時

大任町議会議員選挙

４月 22 日（日）
午前７時～午後８時

あなたの一票が
未来を決める

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

次
の
要
件
を
満
た
し
た
人
で
す
。

●
県
知
事
選
挙
（
４
月
８
日
）

・
昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

・
平
成
18
年
12
月
21
日
ま
で
に
大
任

町
に
住
民
登
録
（
転
入
者
は
転
入
届
）

を
し
て
い
る
人

●
県
議
会
議
員
選
挙
（
４
月
８
日
）

・
昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

・
平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
大
任

町
に
住
民
登
録
（
転
入
者
は
転
入
届
）

を
し
て
い
る
人

●
大
任
町
議
会
議
員
選
挙
（
４
月
22
日
）

・
昭
和
62
年
４
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

・
平
成
19
年
１
月
16
日
ま
で
に
大
任

町
に
住
民
登
録
（
転
入
者
は
転
入
届
）

を
し
て
い
る
人

投
票
所
を

お
間
違
え
な
く

今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人
は

投
票
入
場
券
を

忘
れ
ず
に

浦
う ら

野
の

 麻
ま

衣
い

 さん

昭和 62 年２月５日生
まれの 20 歳。今回、
選挙権を得て初めて
の選挙を迎える。
大任町在住。

未
来
へ

私
も
生
ま
れ
て
初
め
て
の

選
挙
に
行
き
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
町
の

未
来
を
決
め
る

大
切
な
一
票
だ
か
ら―

。
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投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅

行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
や
、

病
気
や
出
産
な
ど
で
投
票
所
ま
で
行

け
な
い
人
は
、
選
挙
の
告
示
日
の
翌

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
間
に

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
の
手
続
き
は
、
請
求
書
兼
宣

誓
書
が
必
要
な
こ
と
以
外
は
、
投
票

日
当
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
用
紙
を

投
票
箱
に
入
れ
る
だ
け
で
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の　

入
場
券

■
期
日
前
投
票
の
期
間

●
県
知
事
選
挙

　

３
月
23
日
㈮
～
４
月
７
日
㈯

　

８
時
30
分
～
20
時

●
県
議
会
議
員
選
挙

　

３
月
31
日
㈯
～
４
月
７
日
㈯

　

８
時
30
分
～
20
時

●
大
任
町
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
18
日
㈬
～
４
月
21
日
㈯

　

８
時
30
分
～
20
時

■
期
日
前
投
票
の
場
所

●
大
任
町
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

　

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
正
面
玄
関
か

ら
入
っ
て
左
側
奥
に
あ
り
ま
す
。

　

平
日
17
時
30
分
以
降
と
土
・
日
曜
日

は
、
駐
車
場
側
玄
関
は
閉
鎖
し
ま
す
。

正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
重
度
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
で
、
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
、
移

動
機
能
の
障
害
が
１
級
か
２
級
の
人
。

ま
た
は
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
が

１
級
も
し
く
は
３
級
の
人

●
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
障
害
が

特
別
項
病
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人
。

ま
た
は
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
が

特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

●
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
人
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　寄付禁止ルールを

守りましょう　

　政治家や後援団体が選挙区内の人にお金や物
を贈ることは、法律で固く禁止されています。
また、有権者が政治家に寄付を求めることも禁
止しています。
　違反者には厳しい罰則が設けられています。

■寄付禁止の対象
◎見舞い、お祭りへの寄付や差し入れ
◎ 地域の行事やスポーツ大会への飲食物の差し

入れ
◎葬式の花輪、供花や落成式などの花輪
◎入学祝い、卒業祝いなど
◎お中元やお歳暮
◎ 町内会の集会や旅行などの催し物への寸志や

飲食物の差し入れ

　期日前投票会場は役場多目的ホールです。平日の17時30分
以降と土曜日は、正面玄関矢印の所からお入りください。

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
８
日
㈰　

大
任
町
公
民
館

●
大
任
町
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
22
日
㈰　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

　

そ
の
ほ
か
、
選
挙
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
大
任
町
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
内

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
63
ー
３
０
０
０　

内
線
２
１
２

　

ま
た
、
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人

が
投
票
す
る
場
合
の
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
投
票

日
の
４
日
前
ま
で
で
す
。

■
病
院
で
の
不
在
者
投
票

　

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
人
が
、
病
院
長
な
ど
に
投
票

し
た
い
旨
を
申
し
出
た
場
合
は
、
そ

の
病
院
な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
各
病
院
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
投
票
終
了
後
、
21
時
30
分

か
ら
即
日
開
票
し
ま
す
。
開
票
場
所

期
日
前
投
票
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

郵
便
で
も
で
き
る

不
在
者
投
票

21
時
30
分
か
ら即日

開
票

お
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

期日前投票会場

県知事・県議会議員選挙　大任町議会議員選挙
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■
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
は
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、

原
則
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
が
、
合

計
で
25
年
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
（
特
例
あ
り
）。

　

就
職
や
結
婚
、
引
っ
越
し
や
退
職

な
ど
で
、
加
入
の
種
類
や
住
所
、
名

前
な
ど
が
変
わ
っ
た
ら
、
役
場
住
民

１
課
年
金
係
ま
で
届
け
出
を
し
ま

し
ょ
う
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
納

付
書
や
大
事
な
お
知
ら
せ
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
知
ら
な
い
間
に
保
険
料

が
未
納
扱
い
に
な
っ
て
い
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い
人
は

　

60
歳
に
な
っ
て
も
25
年
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
そ
の
期
間
を
満
た
す
た
め
に

61
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
５
年
間
、
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
は
、
65
歳
か
ら
70
歳

前
ま
で
の
間
で
、
必
要
な
期
間
を
満

た
す
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 老

齢
基
礎
年
金
を
も
ら
う
た
め
に

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
１
課
年
金
係

内
線
１
１
４

問い
合わせ

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

★ 一般書 ★
◎幸せ成功力を日増しに高める EQ ノート

野口 嘉則  著

◎世界の日本人ジョーク集　　　　早坂 隆  著

★  絵 本  ★
◎ミッケ！がっこう　　 ジーン・マルゾーロ  著

★  児童書  ★
◎ブラッカムの爆撃機

ロバート・ウェストール  著

の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時～ 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

ひ
と
か
げ

よ
し
も
と�

ば
な
な��

著

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 1� 13 14

15 16 17 18 19 �0 �1

�� �3 �4 �5 �6 �7 �8

�9 30

４月の休室日

月
下
の
恋
人

浅
田�

次
郎��

著

ミ
ー
ナ
の
更
新

小
川�

洋
子��
著

私
の
ス
フ
レ

林�

真
理
子��

著

ツ
レ
が
う
つ
に

な
り
ま
し
て
。

細
川�

貂
々��

著

ワ
ー
ホ
リ
任
侠
伝

ヴ
ァ
シ
ィ�
章
絵��
著

ひ
ゅ
る
り
と
か
ぜ
が

ふ
く 

お
か
で

ふ
く
だ�

と
し
お��

著

ふ
ゆ
は
ふ
わ
ふ
わ

五
味�
太
郎��

著

ミ
ッ
ケ
！たか

ら
じ
ま

ジ
ー
ン�

マ
ル
ゾ
ー
ロ��

著

シャーロットの
おくりもの

E・B・ホワイト��著

児童書

その他

絵本一般書

保険料を
納めた
期間

合算対象
期間※

第３号
被保険者の
期間

免除を
受けた
期間

受給資格期間
25年以上

（300月）必要

受給資格期間（老齢基礎年金を受けるために必要な納付期間）

※合算対象期間：老齢基礎年金の受給資格（原則として最低25年）を満たしているかどうかを見るとき
には計算の基礎とされますが、年金額の計算の基礎とはされません。詳しくはお問い合わせください。
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第17 話

●種　属　ハシラサボテン亜科マカエロケレウス属
●原産地　カリフォルニア半島（メキシコ）
●開花時期　夏
●特　徴　地面に横たわり、体側から根を出し横
に成長する。「這

は

い回る悪魔」の異名を持つ。
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ 63-4832

入い

る

か鹿

No.17

●
作
品
名　
「
菅
原
神
社
」

(

大
任
町
公
民
館 

水
墨
画
講
座
か
ら
選
出)

●
作　

者　

宮
本 

豊
子
さ
ん
（
西
白
土
）

●
コ
メ
ン
ト
「
子
ど
も
の
と
き
か
ら
見
て
き
た

風
景
を
水
墨
画
で
描
き
ま
し
た
。
毎
年
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
展
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

お
お
と
う
史
学

し　

が

く

　

今
月
号
は
、
大
任
町
桑
原
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
屯
倉
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

屯
倉
と
は
大
和
朝
廷
の
直
轄
地
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
大
和
朝
廷
が
日

本
全
国
を
直
接
支
配
し
て
い
く
上
で

出
て
き
た
も
の
で
す
。
屯
倉
と
表
記

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
宮
家
と

書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と

は
、
直
轄
地
で
収
穫
さ
れ
る
お
米
を

貯
蔵
す
る
倉
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま

し
た
が
、
後
に
倉
が
あ
る
地
域
全
体

を
表
わ
す
言
葉
に
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
時
々
、
町
民
か
ら
桑
原
屯
倉

に
つ
い
て
お
米
を
貯
蔵
す
る
倉
が

あ
っ
た
の
か
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
大
任
町
付
近
は
、
豊
前
国
と

い
わ
れ
、
古
く
は
豊
後
国
を
含
め
て

豊
の
国
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
奈

良
時
代
に
書
か
れ
た
日
本
書
紀
に
よ

る
と
、
屯
倉
は
安
閑
天
皇
２
年
（
西

暦
５
３
５
年
）
全
国
に
26
カ
所
設
置

さ
れ
、
こ
の
う
ち
豊
の
国
に
は
、
湊

崎
（
み
さ
き
）、
大
抜
（
お
お
ぬ
き
）、

肝
等
（
か
と
）、
我
鹿
（
あ
か
）、
桑

原
（
く
わ
ば
ら
）
の
５
カ
所
あ
っ
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
の
国
に
設
置
さ
れ
た
屯
倉
に
つ

い
て
は
、
湊
崎
・
大
抜
は
現
在
の
北

九
州
市
内
、
肝
等
は
苅
田
町
付
近
、

我
鹿
は
赤
村
、
桑
原
は
大
任
町
の
桑

原
と
い
う
説
で
す
。
桑
原
以
外
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
桑
原
に
つ
い
て
は
、
異
説
も

多
く
存
在
し
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

他
の
４
カ
所
に
つ
い
て
は
、
地
名
が

残
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら
異
説

が
な
い
の
で
す
が
、
桑
原
は
我
鹿
と

地
域
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
京
都
郡
や
築
上
郡
の
別

の
場
所
を
挙
げ
る
人
も
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
桑
原
が
我
鹿
と
隣

接
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
大
任

町
の
桑
原
が
屯
倉
で
あ
る
と
い

う
説
を
退
け
る
わ
け
に
は
行
き

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
大
任
町

付
近
は
大
和
朝
廷
が
重
要
視
し
た
場

所
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
屯
倉
が
設

置
さ
れ
た
年
代
以
降
、
大
任
町
付
近

は
古
墳
、
特
に
横
穴
墓
が
多
く
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
築
造
に
あ
た
っ

て
は
渡
来
人
（
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
っ

て
き
た
技
術
者
た
ち
）
が
多
く
関
わ
っ

た
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
桑
原
に
つ

い
て
は
神
社
の
祭
神
の
一
部
が
日
本

の
神
様
で
は
無
く
、
渡
来
人
が
ま
つ
っ

た
神
様
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
当
時
の
最
先
端
の
技
術
を
も
つ

渡
来
人
が
大
任
町
付
近
に
多
く
い
た

こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
も
大
和
朝
廷
が

重
要
視
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

し
か
し
な
が

ら
、
１
４
０
０
年
前
の
昔
の
こ
と
で

す
か
ら
、
今
後
の
研
究
成
果
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41
ー
２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

　
▼ 

大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）
に
田
川
郡
教
育

　

会
が
立
て
た
「
桑
原
屯
倉
之
址
」
の
石
碑

▲ 渡来人がまつった神様が
祭神となっている桑原神社

屯み

や

け倉
（
桑
原
）
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● 発生件数　6 件（177 件）
● 死亡者数　0 人（　  0 人）
● 負傷者数　3 人（　90 人）
（　）内は 18 年度中の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２－０１１０
大任交番　　☎６３－２１１０

ふっけい君

交通事故発生状況（２月中）

交 通防 犯
種 類 件 数

　０件
　０件
　０件

空き巣・忍び込みなど

自 動 車 盗
車上荒らし

部 品 盗
オートバイ・自転車盗

　０件
　０件

自動販売機荒らし 　０件

２月中の事件・事故の内容

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

  ４月行事予定表 　  卯月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ 清明６ 春の全国交通安全運動７ 世界保健デー

三種混合予防接種
（３～90ヵ月未満児）
【視聴覚13時30分

～14時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時～ 15 時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場10時～12時】

８ 花まつり９ 10 11 1� 13 14
県知事・県議

選挙  投開票
【Ｐ10～11 参照】

今任小・大任小
入学式

【今任小・大任小体育館
10時開式】

大任中学校
入学式

【大任中体育館
10時開式】

犬の予防接種
【Ｐ８参照】

犬の予防接種
【Ｐ８参照】

心配ごと相談
【役場10時～12時】

ポリオ予防接種
（３～90ヵ月未満児）
【視聴覚13時30分

～14時】

15 16 17 土用 18 発明の日 19 食育の日 �0 穀雨　郵政記念日 �1
子ども球技大会
【B＆G体育館

８時30分～】

母子相談
（２カ月時・個人通知）
【集会室13時30分～】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時～ 15 時】

食進会
(ふれあい弁当作り)
【集会室９時～】

乳児健診
(4・7・12カ月児
・対象者個人通知)

【集会室13時30分
～14時30分】

心配ごと相談
【役場10時～12時】

遠賀川流域の
古墳同時公開

【ふるさと館おおとう
・建徳寺古墳　

９時30分～16時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ
【レインボー図書室11時～】

�� �3 子ども読書の日 �4 �5 �6 �7 �8
町議会議員

選挙  投開票
【Ｐ10～11 参照】

遠賀川流域の
古墳同時公開

【ふるさと館おおとう
・建徳寺古墳　

９時30分～16時】

MRワクチン
予防接種

( 対象者個人通知 )
【永川医院13時30分

～14時】

食進会
(ふれあい弁当作り)
【集会室９時～】

心配ごと相談
【役場10時～12時】

おおとうマラソン
申込締め切り日

( マラソン大会の
開催日は５月27日)

�9 昭和の日 30 振替休日１ メーデー２ 八十八夜３ 憲法記念日４ みどりの日 場 所
食進会
(ふれあい弁当作り)
【集会室９時～】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場10時～12時】

【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

　不審な人物や車を見かけたら、迷わ
ず１１０番通報を！
　花粉症などで体調が優れないとき
は、運転は控え目に！

町内犯罪発生状況
( ２月中）
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡４月のイベント

まちの介護福祉講座

認知症の原因ともなる、高齢者のうつ病

　町では、農作物を荒らすシカやイノシシ、
カラスに対し、次のとおり有害鳥獣捕獲を
実施します。捕獲期間中に山で仕事をする
人は、注意してください。
■期間　４月１日（日）～５月 31 日（木）
■ところ　町内全域
■問い合わせ　産業経済課　内線 123

有害鳥獣捕獲を実施中

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

（平成 19年２月末現在）

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

�,60� 世帯（－ 4）

計�6,0�1 人 ( － �1人 ) 計�1,583 人 ( ＋ 3人 )

女�1,014 人 ( ± 0人 )

男��� 569 人 ( ＋ 3人 )

女�3,191 人 ( － �0人 )

男��,830 人 ( － �1� 人 )

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）

●上野焼陶器まつり
　【上野の里ふれあい交流会館および参加窯元】
　４月28日（土）～30日（祝・月）
　 400年の歴史を誇る国指定の伝統的工芸品、上

野焼。見て、触れて、やきものの伝統とぬくもり
が身近に感じられる３日間です。16窯元参加。

■うつはどんな病気？
　「生きていても仕方がない」と、口にする高齢者が少なからずいます。こ
のような場合はまず、うつ病になっていないかを疑うべきでしょう。
　うつ病の症状としては、以下のようなものがあげられます。
◎理由もなく暗く落ち込んだ気分になる。何をしても楽しくない。充実感が
ない。
◎食欲がなく、食事をしていてもおいしく感じない。食べる気力もなくなり、
食事などどうでもよいと思うようになる。また、食べても体重が減る。
◎夜眠れなかったり、夜中や早朝に目が覚めたりして、悪い方へ悪い方へと
考えごとをしてしまう。
◎身体の動きが鈍くなり、疲れやすくなる。
◎考えがまとまらなかったり、物事に集中できなかったりする。
　いずれにしても初期の認知症の症状とよく似ていて、この段階で気付かな
いと、本当の認知症に進行してしまう可能性は十分にあります。
　特に高齢者の場合は、年のせいだから仕方がないと思い込まれ、誰にも相
談できずに、どんどんと症状を悪化させてしまうケースが多く見られます。
■なぜうつになるの？
　高齢者のうつの原因として考えられるのが、失うものが多いということで
す。例えば、定年で仕事を失ったり、世代交代などで地域での役割を失った
りすることが考えられます。また、病気やケガなどで身体的障害を負う危険
性も高くなります。そして一番の原因と言われているのが、ペットや友人、
身内や人生の伴侶など、心の支えとなっていたものを失くしてしまうことで
す。そのようなことがあった場合には、家族などまわりの人は十分に気を付
けてあげましょう。
　そして、うつ病の人との接し方としては、気を使い過ぎずに普通に接する
ことが大切です。無理に励まさず、焦らずゆっくりと、その人の心を元気に
する物事は何かを見つけ出していきましょう。
　また、うつは治る病気だとの認識を持ち、心療内科などで受診し、きちん
とした治療を行うことも大切です。

◆
今
月
の
表
紙

　

３
月
14
日
午
後
８
時
ご
ろ
、
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
で
空
手
の
取
材
中
に
撮
影
。

　

町
で
は
「
第
17
回 

花
と
し
じ
み

の
里 

お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
と
き  

５
月
27
日
㈰（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
種
目
（
ス
タ
ー
ト
時
刻
）

　

▼
２
㎞
（
10
時
20
分
）
▼
５
㎞

（
10
時
45
分
）
▼
10
㎞
（
11
時
15
分
）

■
参
加
料

▼
一
般
＝
３
千
円　

▼
高
校
生
＝

１
千
円　

▼
中
学
生
以
下
＝
無
料

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

４
月
27
日
㈮　

必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　

☎
63
ー
３
０
０
０　

内
線
２
１
５

お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集
中

●
お
わ
び
と
訂
正

　

３
月
号
16
ペ
ー
ジ
（
裏
表
紙
）
の

消
防
団
出
初
式
の
記
事
の
中
で
、
ポ

ン
プ
操
法
で
第
４
分
団
が
優
勝
し
た

と
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
初

式
に
お
い
て
の
ポ
ン
プ
操
法
は
あ
く

ま
で
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

す
る
も
の
で
あ
り
、
優
勝
し
た
団
体
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
団
員
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
号
５
ペ
ー
ジ
の
ま
ち

の
わ
だ
い
・
新
春
囲
碁
大
会
の
記
事

の
中
で
坂
木
萌
樹
く
ん
と
あ
り
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
坂
田
萌
樹
く
ん
の

間
違
い
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

★
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

　

３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
卒

業
関
係
の
取
材
で
は
、
生
徒
の
歌
う
歌
に

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
気
付
け
ば
僕
も
広

報
を
担
当
し
て
、
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

つ
ま
り
僕
も
ル
ー
キ
ー
イ
ヤ
ー
を
卒
業
と

い
う
こ
と
。
ま
だ
ま
だ
精
進
せ
ね
ば
。（
毅
）
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百花繚乱、華麗な舞
第19回おどり愛好会発表会

　３月18日、レインボーホールで第19回おど
り愛好会発表会が開催されました。
　晴れの舞台に上がった約30人のメンバーは、
次々と華麗な日舞や創舞を披露。日ごろの練
習の成果を存分に発揮しました。
　見学や応援に駆けつけた約250人の観客た
ちは、磨きぬかれた技の一挙手一投足に感嘆
の声を上げ、会場は拍手喝

かっ

采
さい

に包まれていま
した。


